
平成27年度
第４回 鶴田ダムとともに水害に強い

地域づくりを考える意見交換会

説 明 資 料

平成２８年３月８日（火）

国土交通省 九州地方整備局 鶴田ダム管理所
川内川河川事務所



議 事

議事

（1）平成２７年度川内川の出水状況及び鶴田ダム
洪水調節の状況

（2）鶴田ダム再開発事業の進捗状況及び運用開始
について



３－（１）平成２７年度川内川の出水状況及び鶴田
ダム洪水調節の状況



◆ 今年度出水期間中の川内川流域平均の総雨量（６月～９月）は２１８６㎜となり、
過去１０ヶ年平均と比べ１．３倍であった。

◆ 九州南部の梅雨期間は、６月２日ごろ～７月１４日ごろであり、梅雨入りの時期は
約２日遅く、梅雨明けについては平年どおりであった。

◆ 川内川流域の水位については、８月２４日台風１５号により、真幸水位観測所及び吉
松水位観測所で水防団待機水位を超える出水が１回あった。

平成2７年の出水概要

※本資料の雨量、水位等のデータは速報値であり、今後変更される場合があります



◆ 平成２７年６月は、九州南部付近に梅雨前線が停滞しやすくなったため、九州南
部・奄美地方では降水量が多くなり、多くの観測所で６月の月降水量が観測史上１
位の値を更新しました。

平成2７年６月 九州南部 梅雨前線豪雨概要

鹿児島県の地域観測所の6月の月降水量

※ピンクの背景は月降水量の通年の１位を更新した地点
※黄色の背景は６月の１位を更新した地点

※出典：報道発表資料（平成27年7月1日 鹿児島地方気象台・福岡管区気象台）から抜粋



平成27年度 出水概要

国土交通省 九州地方整備局
鶴田ダム管理所



平成27年の出水概要

洪水調節
開始流量
600m3/秒

洪水調節回数

（ゲート放流回数）

ゲート放流回数と洪水調節回数

・１５回のゲート放流を行う出水がありました。
・そのうち、洪水調節（流入量600m3/s以上）は８回行いました。
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図 鶴田ダムのゲート放流を行った出水とその最大流入量
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ダム上流域平均：2,888mm全国平均：1,683mm 九州平均：2,115mm

ダム上流域における至近10年間（H17～H26）の年間降水量の
平均値2,900mmであるが、近5ヶ年平均では約3,200mmと約
300mm多く降っている状況である。

注）全国平均、九州平均：昭和56年～平成22年の平均値 「理科年表 平成26年版」

ダム上流域至近5年平均：3,156mm

鶴田ダム上流域 近年の降水量の動向

全国平均：1,700mm 九州平均：2,100mm ダム上流域平均：2,900mm

ダム上流域至近5ヶ年平均：3,200mm



放流日数の経緯

・直近５ヶ年の平均では放流日数が１．４倍で増加傾向。
・注意体制は１班２名で、降雨・流入量等の監視体制は２ヶ月弱に及ぶ。



8/24 8/25 8/26

平成27年8月24日～26日 洪水調節実績（台風15号）

流域平均累加雨量150.1mm流域平均最大雨量24.1mm

最大流入量：978m3/s

最大放流量：803m3/s

宮之城地点での
水位低下効果（推定）
約50cm



11/17 11/18 11/19

平成27年11月17日～19日 洪水調節実績（低気圧）

流域平均累加雨量174.1mm
流域平均最大雨量18.6mm

最大流入量：645m3/s

最大放流量：440m3/s

宮之城地点での
水位低下効果（推定）
約74cm



11月に引き続き、12月にも洪水調節を実施！

当然、これも 管理開始以降 約50年間で初！

季節外れの洪水調節による影響（平成27年、11月、12月）

平成28年1月16日 塵芥の状況（一部）



３－（２） 鶴田ダム再開発事業の進捗状況

及び運用開始について



再開発事業の内容

法面掘削

増設放流設備

増設減勢工

既設減勢工改造

付替発電管

増設放流管と
増設減勢工を
つくるために
地山を掘削します。

洪水を調節するための管を
新たに３本増やします。

発電のための管を
２本付け替えます。

現在ある放流管から
流される水の通り道を
改良します。

洪水を調節するために
増やした管から流れる
水の通り道を造ります。

この工事は、今のダムの機能を維持しながら、放流
管を増やして治水機能（洪水を調節して下流の川の
水量を減らす機能）を向上させる工事です。



増設放流設備
【H27年度末完成】

増設減勢工
【H27年度末完成】

既設減勢工改造
【H29年度末完成】

付替発電管
【H27年度末完成】

※現時点の完成イメージであり、実際とは異なる場合があります。

再開発事業の完成イメージ



既設減勢工改造
【H29年度末完成】

付替発電管
【H27年度末完成】増設減勢工

【H27年度末完成】

増設放流設備
【H27年度末完成】

鶴田ダム再開発事業 進捗状況 （堤体下流全景）

３号
２号 １号

(H27.12.18撮影)

付替発電取水管

１
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２
号

増設放流管

３
号
２
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１
号

(H27.12.18撮影)

２号 １号

【発電１号】
電源開発㈱
引き渡し完了
（H27.5.15）(H27.12.18撮影)

事業費進捗率（H27年度末） 約７９％

H28.2.24撮影



H28.2.24撮影

付替発電管
（H27年度末完成）既設減勢工改造

（H29年度末完成）

増設減勢工
（H27年度末完成）

増設放流設備
（H27年度末完成）

鶴田ダム再開発事業 進捗状況 （減勢工）



新運用となり、
治水効果発現

鶴田ダム再開発事業の事業工程



さつま町ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰ
「さつまるちゃん」

子どもたちに大人気！

◆旅行業者 広告

ＭＢＣ南日本放送 南日本新聞

操作室 監査廊 ｹﾞｰﾄ室

ﾀﾞﾑ天端 情報館 展望所

地域・旅行業者と連携したインフラツアーと見学会

◆参加者アンケート結果

幅広い性別・年代の方が流
域内外から参加。
普段出来ない体験型の見学
（ダム内部・放流ゲート見学）
についての印象が強い。
見学者の大半の方から、「大
変よかった」または「よかった」
との感想。

流域内

流域外

住まい年齢

全体的な感想印象に残ったもの

性別

【１】地元温泉旅館・旅行会社と連携した
インフラツアーの実施（九地整初の取り組み)

［参加人数：142人］

【２】見学会の実施（7/27(日)・8/24(日)：3回/日）
［参加人数：316人］

【３】見学希望団体及びダム訪問者への案内・説明
（土日含む） ［参加人数：2,787人］

Ｈ２６年度合計3,245人が見学！

見学者数
1万人突破！

（H28年1月28日現在）

インフラツアー
役割ｲﾒｰｼﾞ 旅行業者

地元温泉旅館組合



鶴田ダム再開発事業の
見学者数が1万人を超えました

○鶴田ダム再開発事業では、平成23年度より一般者への事業見学を行ってます。
○平成28年1月28日に行った川内商工高等学校（電気科1年生65人、先生4人）の方々により、見学者の
延べ人数が遂に1万人を突破しました。

（H28年1月28日現在）

見学者数
1万人突破！

H28.2.9南日本新聞

左から坂元さん、加治川内川河川事務所長、
紺屋さつま町副町長、芭蕉さん、さつまるちゃん

H28.1.29鹿児島建設新聞

H28.2.2日刊建設工業新聞見学風景



9/1 10/1 10/169/1 10/1 10/16

鶴田ダム再開発後の貯水池運用



再開発後の操作規則

現況の操作規則 （H19.6）

鶴田ダム再開発後の水位運用イメージ



鶴田ダム再開発事業による宮之城水位観測所（37/700）付近での水位低下効果

鶴田ダム

宮之城水位観測所

約13km下流

既存の鶴田ダムが無い場合の水位（推定）

約1.3m

平常時の河川水位

現在の川内川に平成18年7月規模の洪水が発生した場合、甚大な被害を
被った宮之城地区において鶴田ダム再開発事業により、激特事業（平成18
～23年度）後の水位から、さらに約1.0m水位を低下させます。

約1.0m

約2.0m

鶴田ダム再開発後の整備効果イメージ


